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　　　　　　　（認知症）高齢者見守りネットワーク情報提供

・対象＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高槻桝ットワ』獅購

　　俳徊の心配な高齢者

・　目的：

　　高齢者を地域全体で見守り、事故や怪我などを
　　未然に防ぎ、安全に安心して生活してもらう。

・内容＝

　　高齢者ご本人やご家族から依頼された先に対し、
　　情報提供を行い、日常における見守りや声かけ
　　をお願いしています。

万が一、行方不明が発生したときは…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族や近隣住民、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケアマネジャーなどから相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人や家族へ状況の聞き取り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人や家族と利用契約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望配布先へ情報提供と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見守りの依頼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域での見守り開始
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地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 人吉市 

②人口（※１） 34,905 人 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率 30.89％ 高齢者 65 歳以上人口 10,782 人 

前期高齢者人口 4,488 人 12.86％ 

後期高齢者人口 6,294 人 18.03％ 

（      ） 

① 取組の概要 認知症高齢者の見守り。具体的には、申し出のあった高齢者を対象に、あらか

じめ本人または家族が了承した関係機関に対し本人の情報を提供し、日常の見

守り、行方不明時の捜索を行うもの。 

⑤取組の特徴 

 

他のネットワークの取り組みも有機的に協働し、それぞれの場面に応じた対応

をしています。 

⑥開始年度 Ｈ１８～ 

⑦取組のこれまで

の経緯 

小規模な地方都市において、さまざまなネットワークを別々に構築することは

困難です。そこで、高齢者の虐待、権利擁護、認知症高齢者の支援、総合的な

地域支援などのさまざまな活動を通じて、小地域ネットワークや安心生活応援

団とも有機的に協働しながら、高齢者等に関するさまざまなニーズを把握し、

解決に向けて支援して来ました。 

⑧主な利用者と人

数 

おおむね６５歳以上の市民 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

医師会、医療機関、警察署、法務局、人権擁護委員会、消防組合、消防団、法

律事務所、司法書士会、タクシー協会、トラック協会、新聞社、コンビニ防犯

協力会、ガス協会、電力会社、ケアマネ協会、郵便局、金融機関、町内会長会、

市社協、校区社協、老人クラブ連合会、高齢者相談員協議会、介護サービス事

業所、県地域振興局、市福祉課、市水道局、市防災安全課など 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

市が地域包括支援センターを直営しています。 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

適時必要な助言や支援を求め、ご支援やご指導をしていただいています。 

 

⑫取組の課題 個人情報保護法やガイドラインなどの普及啓発ができておらず、「個人情報保

護」という言葉だけが先行し、さまざまな誤解が生じたり、苦労をしています。 

関わりそのものに対して拒否的な市民も見られ、摂食拒否や医療拒否、介護拒

否なども、どこまで自己決定を尊重するかが難しいところです。 

単身で身寄りのない高齢者も少しずつ増加傾向にあり、財産の管理は成年後見

や日常生活自立支援事業を利用できても、法でカバーのできないような問題（身

元引受人がない、治療同意がや看取り、葬儀等の執り仕切り、遺産相続など）

を生じるケースが生じており、検討が必要となってきています。 

⑬今後の取組予定 平成２５年度からは、市単独ではなく圏域で考えられるよう支援をしていただ

く予定です。 

また、市社協の取り組みである安心生活応援団とも連携をし、高齢者の見守り

活動を充実させていく予定です。 

（熊本県） 

  

 



 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

人吉市役所 健康福祉部 高齢者支援課 ０９６６－２２－２１１１ 

（人吉市地域包括支援センター） 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

  

 



  

 



  

 



 

 


